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校長 辻本 利勝 

 

令和４年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

『 社会人として自立し、自身の夢を実現させ、地域や社会に貢献できる人材を育てる学校 』 

１「社会人としての素養」を育む  

「時間を守る」「挨拶ができる」といった基本的な生活習慣を確立し、時には厳しく寄り添いながら生徒への指導・支援を行い、生徒の｢豊かな心｣､｢自尊感情｣､｢規

範意識｣を育てる。将来、地域の指導者として活躍できる人材の育成に力を注ぐ。 

２「確かな学力」を育む  

基礎学力の定着を目標に、生徒自らが主体的に学び、考えをまとめ、発表できる力を育成する。また自学自習の習慣を身につける環境、学習支援体制を整え、教

職員の｢授業改善｣に対する組織的な取り組みを推進する。 

３「未来を拓く力」を育む  

生徒一人ひとりが自らの将来像を描き、希望や適性等に応じた進路を実現できる力を育む。また様々な課題を抱え支援を必要とする生徒に対しての関わりを深め､

保護者・地域・中学校と連携をしながら、すべての生徒が安心して学校生活を送れる教育環境づくりに努める。 

 

２ 中期的目標 

１ 進路を切り拓く力の育成 

（１）「わかる授業、魅力ある授業」をめざした授業改善 

ア 生徒の実態に応じた｢わかる授業｣を展開し､授業･学習に興味･意欲を持つ生徒を増やす｡ 

イ 教職員相互の授業見学･研究授業､および授業アンケート結果の活用等をとおして｢授業改善｣を図る｡ 

※ 生徒向け学校教育自己診断の授業理解度を３年後には 80％とする｡(R01：72%、R02：68%、R03：76%) 

（２）基礎学力の定着、学習習慣の確立 

ア 少人数授業を積極的に取り入れ、基礎学力を効果的に身に付けさせる。 

イ 図書館を学校での学びのセンターとして位置づけ､調べ学習や自学自習の場としての利活用の推進を図る｡ 

※ 図書館利用者数を３年後には年間 4000人とする｡(R01：5365人、R02：4020人、R03：2275人) 

（３）キャリア教育の充実と希望進路の実現 

ア ｢総合的な探究の時間｣を活用したキャリア教育を計画的に実施し、進路指導を充実させる｡ 

※ 生徒向け学校教育自己診断の進路指導に対する肯定度を３年後には 85％とする｡(R01：82%、R02：80%、R03：83%) 

 

２ 生徒支援体制の整備と豊かな人間性の涵養 

（１）一人ひとりへの支援体制の強化 

ア 生徒が安心して相談できる環境を整備し、課題を抱える生徒の状況を学年､人権教育委員会､生徒支援会議で的確に把握できる体制を作る｡ 

イ 生徒一人ひとりに必要な支援を行うために保護者、中学校、子ども家庭センター（子ども相談所）および各市町村の福祉関係機関などとの連携を図る｡ 

（２）生徒の「規範意識」、「自己有用感」、「人権意識」の醸成 

ア 生活習慣の確立を図り､豊かな人間性を涵養するための生徒指導を行う｡ 

イ 生徒自らが積極的､主体的に取り組む学校行事や部活動や生徒会活動を通じて生徒の自己有用感を醸成し､社会性を育む｡ 

ウ ｢総合的な探究の時間｣を中心に､３年間を見通した人権教育・国際理解教育を行い、人権の大切さや多様性を理解する人間性を育てる。 

 

３ 安全･安心で魅力ある学校づくり 

（１）「必要とされる学校、入りたい学校」をめざした効果的な広報活動 

ア 中学校訪問､学校見学会や学校説明会等のさらなる充実を図り､HP をはじめ ICT を効果的に活用する｡ 

※ 入学生の学校説明会参加率を３年後には 50％にする｡(R01：未調査、R02：未調査、R03：47%) 

※ 保護者向け学校教育自己診断における HP および配信メールの利用度を３年後には 90%にする｡(R01：65%、R02：77%、R03：78%) 

（２）生徒が安心して安全に生活できる環境づくり 

ア PTA や同窓会等と連携して､生徒が安心して過ごせる安全な教育環境整備をすすめる｡  

※ 学校教育自己診断における施設･設備に対する満足度を３年後には生徒・保護者とも 70%にする。 

(R01：生徒 60%、保護者 60%、R02：生徒 57%、保護者 59%、R03：生徒 55%、保護者 57%) 

（３）地域に貢献できる人材の育成 

ア 地域の行事に積極的に参画し、社会への帰属意識を向上させる。 

イ 体育専門コースの充実を図り､将来の地域の指導者となりうる人材を育成する｡ 

 

４ 校務の効率化と働き方改革の推進 

 （１） 教職員一人ひとりの意識改革を推進し、勤務時間管理や健康管理を徹底させる。 

 （２） 校内ネットワークを含めた ICT の活用による、業務の効率化および情報の共有化を推進する。 

 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和４年 10 月実施］ 学校運営協議会からの意見 

令和３年度と比較して、生徒は全 22項目中 21項目で肯定的回答の

割合が上昇している。今年度は行事の制限や中止がほとんどなく、安

心して学校生活を送ることができたことが数値に表れていると考えら

れる。一方で、保護者においては全 22項目中 16項目で肯定的回答の

割合が下降しており、生徒との認識に大きな差が見られた。生徒が肯

定的に捉えている授業や学校の取り組みについて、家庭でも保護者と

共有できるよう丁寧に情報発信することで、安心して過ごせる学校で

あることをしっかりと伝えていきたい。 

 

 

◇第１回（令和４年６月 21日実施） 

・授業見学をさせていただいが、少人数授業で、先生方が創意工夫をしてわかりやすい授業をされていた。 

欠席している生徒に対してはリモートで授業をしていると聞き、我々の時代とは全く違う方法で効率よく授業 

をしているという印象を受けた。 

・授業を見せていただいて、もう少ししんどい生徒がいるのかと思っていたが、そんなことはなかった。どちら 

かというと、支援の必要な生徒が増えているのかもしれない。授業のやり方や参加している生徒の姿を見ると、 

少人数を活かしていていいと思う。 

・授業を見学させていただいて、居眠りをしている生徒がほぼいないことに感心した。中学校でもより対話のあ 

る授業形態をめざしているが、このコロナ禍の中で停滞していた。今年度は制限もかなり取れて、ペア学習や 

班学習を再開している。そういう方向の取組みが高校でも必要である。 
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【学習指導等】 

生徒の「先生はプロジェクターや生徒１人１台端末を活用するなど、

教え方を工夫している」の項目の肯定的回答が令和３年度よりも 11ポ

イント上昇し 89％、「授業はわかりやすい」の項目でも９ポイント上

昇し 83％と高い割合であった。１人１台端末を含めた ICT機器が効果

的に活用できていると思われる。また、教職員の「年間の学習指導計

画について、各教科で話し合っている」の項目の肯定的回答が令和３

年度よりも 11 ポイント上昇し 86％、「教材の精選・工夫を行ってい

る」「指導方法の工夫・改善を行っている」の項目はともに 93％であ

った。今年度入学生から新学習指導要領となり、各教科で十分に検討

されていることが伺える。生徒の「成績のつけ方について、十分に示

されている」の項目で肯定的回答が令和３年度から 10 ポイント上昇

し 90％となっていることから、観点別学習状況の評価についても丁寧

に説明しながら取り入れられていると考えられる。 

【生徒指導等】 

「学校は生活指導をきっちりと行っている」の項目では肯定的回答が

生徒で 93％、保護者も 80％以上を維持しており、学校の指導方針が浸

透していることが伺える。「部活動は盛んである」の項目の肯定的回答

が生徒・保護者ともに約 53％と他の項目と比較すると低い割合となっ

ている。生徒数の減少に伴って部活動加入人数も減少し、活発に活動

することが困難になっている部活が増えていることが大きな要因と考

えられる。 

【学校運営】 

教職員の「各種会議が、教職員間の意思疎通や意見交換の場として

有効に機能している」の項目についての肯定的回答が令和３年度より

も 20ポイント上昇し、「会議の内容が教育活動や学校運営に生かされ

ている」の項目も約 10ポイント上昇している。年々教員数が減少して

いる状況であるが、少人数だからこそ教職員同士でしっかりと連携を

取ることができていると考えられる。 

・１年ぶりに授業を見学させていただいた。プロジェクターを使った授業で生徒は集中しており、理解している 

ような感じは受けたが、前で講義をしている先生方が生徒の理解度をどれだけわかっているのか。対話が非常 

に少ない。生徒が自分の感情を素直に言葉にできる状況をつくってほしい。プロジェクターは視覚で入ってく 

るので非常に理解しやすいと思うが、少人数のクラスでだれ一人取り残さないような授業をやってほしい。 

・新しい商業施設もでき、美原地区は今後 20年間で大きく変わる。そこで育った生徒が故郷愛を育むような教 

育を行っていってほしい。 

・周りに大型商業施設ができ、それに伴う問題も発生するだろうが、地域が元気になっていくと思うので美原高 

校も元気になってほしい。できることがあれば協力したい。 

・新しく総合防災センターもできたので、是非足を運んでいただいて、その感想もお聞きしたい。 

 ⇒避難訓練等で活用できるよう、この夏にまず職員で見学に行き、少しずつ活用を広げていきたい。 

・公立高校をとりまく環境として、全国でも４割以上の学校が定員割れをしているというデータがある。本校に 

限らず全国的に公立高校が抱える問題であるが、本校の特徴をどういうふうに活かして、それをどうアピール 

していくのかということを、同窓会もいっしょになって考えていかなければならないと思う。 

・将来的には、卒業した生徒にもっと自信をつけさせる、１人で生きていけるんだという力をつけさせる学校に 

していってほしい。 

・近年、地域性や交通の便、今の中学生が求めている校風などが相まって、大阪府全体で定員に満たない高校が 

増えている。安心して授業を受け、学校生活を送れるということが美原高校のメリットであると常々思ってい 

る。その点を広報においてうまくアピールしていってほしい。 

◇第２回（令和４年 11月 25日実施） 

・近くに大型商業施設がオープンしたが、生活指導においてどのような対策を取っていくのか。 

 ⇒オープンした次の週に、毎年行っている下校指導の際に、挨拶も兼ねて教員が来訪した。生徒には、利用す 

るのは構わないが、きちんとマナーを守るようにと指導している。 

・学校教育自己診断において、生徒の回答と保護者の回答に乖離が見られる。この学校の生徒が、家庭で保護者 

と対話をしているのかということが気になる。可能であれば、そういう質問項目をも入れてほしい。 

・令和元年の学校教育自己診断の結果は、新型コロナウイルスが流行する前のもので、令和２年からコロナの影 

響が出ているはず。そこに差があるのかということも考察してほしい。 

・学校が統合されるのはすごく寂しい。美原高校で取り組んでいることを大塚高校で引き継いでいってほしい。 

ハローワークと連携して、障がいのある生徒の就職先を開拓してもらっているのはありがたい。 

・美原高校の少人数でのていねいな授業をぜひ継続していっていただきたい。 

◇第３回（令和５年２月 17日実施） 

・「令和４年度学校経営計画及び学校評価（案）」について承認 

・「令和５年度学校経営計画及び学校評価（案）」について承認 

・不登校や心の病といった問題を抱えた生徒がおり、先生方がご尽力されていることを毎回の協議会で聞かせて

いただいている。これからますます個々の環境に応じた対応をしていかないといけなくなると思うので、統合

後の学校でも引き継いで生徒のための取組みを進めていってほしい。 

・大阪府の PTA協議会の本部で、不登校の生徒が多いことや、家庭の経済的な問題により高校をどのように選ぶ

かに悩む保護者が多いということを聞く。選択肢として、地方の学校への進学を考える保護者もいる。生徒が

どれだけ楽しく学校に行けるか、先生と子どもたちがどれだけ打ち解けられるかということを考えていっても

らいたい。 

・新型コロナウイルス感染症が５類になることによって、これまで出席停止になっていたケースが欠席になるな

どの問題が出てくる。学校現場としては、学校に来てほしいという思いを前面に出してやっていってほしい。

あと３年ではあるが、将来に役立つような教育をしっかりと行っていってほしい。授業アンケートの結果の数

値は非常に高いので、授業改善を求めるあまり教員が疲弊しないようにしてほしい。 

・中学校においても、学校の取組みに対する生徒の評価は高いが保護者はそれほどでもないということがよくあ

る。本校の協議会で、生徒は学校活動に取り組む中で達成感を感じてそれを肯定的にとらえているが、保護者

にはそのことがダイレクトには伝わらない、美原高校では非常に多くの取組みをしていただいているので、先

生方は自信を持ってやっていただきたい。 

 
３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 

目標 

 

今年度の重点目標 

 

具体的な取組計画･内容 

 

評価指標［R3年度値］ 

 

自己評価 
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（１）「わかる授業、魅力あ 

る授業」をめざした授業 

改善 

ア 生徒の実態に応じた｢わ

かる授業｣を展開し､授業･

学習に興味･意欲を持つ生

徒を増やす｡ 

 

 

イ 教職員相互の授業見学･

研究授業､および授業アン

ケート結果の活用等をとお

して｢授業改善｣を図る｡ 

 

 

 

 

 

（２）基礎学力の定着、学習 

習慣の確立 

ア 少人数授業を積極的に 

取り入れ、基礎学力を効 

果的に身に付けさせる。 

 

 

 

 

 

 

イ 図書館を学校での学び 

のセンターとして位置づ 

け､調べ学習や自学自習の 

場としての利活用の推進 

を図る｡ 

 

（３）キャリア教育の充実と 

希望進路の実現 

ア ｢総合的な探究の時間｣ 

を活用したキャリア教育 

を計画的に実施し、進路 

指導を充実させる｡ 

 

 

 

ア・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸやﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを取り入れ

た授業研究を進め、｢主体的で対話

的な深い学び｣への取組みを推進す

る｡ 

 ・ICTを積極的に授業で活用し「わか 

る授業」への取り組みを推進する。 

イ・公開授業･研究授業の実施や授業アン 

ケート結果の分析を行い､授業改善・ 

授業力の向上を図る。 

 

 

・経験年数の少ない教員を中心に他校 

種の授業見学を実施し､教員力の向 

上をめざす｡ 

 

 

 

ア・少人数展開授業を全ての学年で取り 

入れ、基礎学力の定着を図るととも 

に、進路実現に向けて自己表現力の伸 

長を図る｡ 

  1年：国語、数学、英語 

 2年：数学 

 3年：国語、英語 

 

 

イ・学習に利用できる書籍の拡充(地域の 

  図書館との連携も含む)および調べ学 

習や探究活動等、図書館を利活用し 

た授業を推進する。 

 

 

 

 

ア・３年間を見通した計画に基づき進路指 

導の充実を図り､早い段階から具体的 

な進路目標を持たせる取組みを推進す 

る｡ 

 

 

 

ア・学校教育自己診断（生徒）｢勉強する 

ことは大切｣[83%]、｢授業はわかり 

やすい｣ [73%]を昨年以上にする。 

 

 ・教員の授業でのICT活用度90%以上 

を維持する。[94%] 

イ・学校教育自己診断 (生徒 )｢教え方  

の工夫｣の肯定度を昨年度以上にす 

る。[78％] 

授業アンケートによる評価の平均値 

3.4以上を維持する。 [3.53] 

 ・他校種（小中学校、支援学校、大学 

など）との教員交流を2回以上実施 

する。[０回] 

 

 

 

ア・学校教育自己診断（生徒）「少人 

数によるきめ細やかな指導｣を昨年 

度以上にする。[70%] 

少人数展開授業アンケートでの満 

足度について昨年度水準を維持す 

る。 

 [１年：数学 89%･ 英語 92% ] 

[３年：国語 94%・英語 90% ] 

 

イ・公立図書館からの団体貸出数を100 

冊以上を維持する。[130 冊] 

図書館利用数並びに貸出数 

を2000人以上に[2275 人（うち授 

業819人）･ 332 冊 ] 

 

 

 

ア・学校教育自己診断(生徒）「適切な 

進路指導」の肯定度を昨年度以上 

にする。[83%] 

学校斡旋就職１次内定率85%以上を 

維持する。[88%]  

 

 

 

ア｢勉強することは大切｣ 88.5 %（〇） 

｢授業はわかりやすい｣82.9 %（◎） 

教員のICT活用度 86.2 %  （△） 

イ｢教え方の工夫｣ 89.0 %  （◎） 

授業でのICT活用は定着した中で、生徒へ

の学習効果があらわれるためのさらなる

工夫が必要となる。 

 

授業アンケート評価平均 3.53（〇） 

他校種との交流 ３ 回     （〇） 

 観点別学習状況評価への取り組みや、生

徒への丁寧な説明の効果が生徒評価の全

体的な底上げにつながった。支援学校と

の交流により教員、生徒ともに人間関係

構築に対する視野が広がった。 

 

 

ア「少人数によるきめ細やかな指導｣ 

          73.0 % （〇） 

少人数満足度  

１年国語 97% １年数学 90% 

１年英語 95% ２年数学 78% 

 ３年国語 96% ３年英語 90%  

今年度よりすべての学年で少人数授業を

展開したが、概ね高評価であった。 

（〇） 

イ  

公立図書館団体貸出数  50 冊 （△）                

図書館利用数 1377人（授業 363人） 

貸出数  244 冊        （△） 

 生徒数の減少により図書館の利用が低調

に推移したが、今後一層の利活用に取り

組みたい。 

 

ア 「適切な進路指導」   90 % （◎） 

  学校斡旋就職１次内定率91 %（〇） 

 

 丁寧な進路指導が生徒に評価され、指導 

の効果が良い結果として現れた。 

２ 

生
徒
支
援
体
制
の
整
備
と
豊
か
な
人
間
性
の
涵
養 

（１）一人ひとりへの支援体 

制の強化 

ア さまざまな支援が必要 

な生徒に対し情報共有し 

ながら､組織として支援で 

きる体制を整える｡ 

 

イ 生徒一人ひとりが抱え 

る諸問題に必要な支援を 

行うために積極的に外部 

機関との連携を図る。 

 

 

 

 

（２）生徒の「規範意識」「自 

己有用感」「人権意識」の 

醸成 

ア 生活習慣の確立を図り､ 

豊かな人間性を涵養する 

ための生徒指導を行う｡ 

 

 

 

 

イ 生徒自らが積極的､主体 

的に取り組む学校行事や 

部活動や生徒会活動を通 

じて､生徒の自己有用感を 

醸成し､集団や学校への帰 

属意識を高める｡ 

 

 

ウ ｢総合的な探究の時間｣ 

を中心に､３年間を見通し 

た人権教育・国際理解教 

育を行い、人権の大切さ 

や多様性を理解する人間 

性を育てる。 

 

 

ア・学習を含め課題を抱える生徒の状況を 

学年､人権教育委員会､生徒支援会議で 

的確に把握し、指導できる体制を維持 

する｡ 

 

イ・SCを活用した教育相談窓口を機能さ 

せ、生徒一人ひとりへの細やかな対応 

を行うことにより､不登校等を減少さ 

せる｡ 

保護者、中学校、子ども家庭センター 

（子ども相談所）および各市町村の福 

祉関係機関などとの連携を積極的に図 

る｡ 

 

 

 

ア・登下校指導､遅刻指導､校内巡回など 
生活習慣確立をめざす取組みを全教 

職員で行い、生徒が安全で安心して 

学べる環境を維持･発展させる。 

 

 

 

イ・体育大会､文化祭等生徒が主体的に企 

画･ 運営･ 参画する行事を充実させ 

る｡ 

・新入生の部活動体験の実施や、部活動 

の成果を発表する機会を増やすこと

などにより、部活動を顕彰する｡ 

 

 

ウ・いじめアンケートの実施やSNSをめぐ 

る問題の学習などを通して､生命の尊 

さへの気づきや思いやりの心など豊 

かな人間性を育む教育を実践する｡ 

 ・｢総合的な探究の時間｣の年間計画の中 
で国際理解学習を計画的に取入れる。 
 

 

 

ア・学校教育自己診断（生徒・保護者） 

｢親身に相談に応じてくれる｣肯定 

度[74%・66%]、（保護者）「相談に 

適切に応じてくれる」肯定度[70%] 

を昨年度以上にする。 

イ・SCの活用回数について昨年度水準 

を維持する。[10回] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア・生徒一人あたりの平均遅刻回数 

1.2 回以内を維持する。[1.4回] 

・学校教育自己診断（生徒）｢生活指導｣ 

肯定度80%以上を維持する。[87%] 

 

 

 

イ・学校教育自己診断（生徒）｢学校行事｣ 

満足度を70%以上にする。[64%] 

・新入生の部活動加入率を40%以上に 

する。[32%] 

学校教育自己診断（生徒）｢部活動 

がさかん｣ 肯定度を昨年度以上に 

する。[61%] 

 

ウ・学校教育自己診断（生徒）｢人権教 

育｣に関する肯定度を昨年度以上に 

する。[81%] 

・外部人材を招聘し、国際理解学習を 

効果的に行う。 

 

 

ア ｢親身に相談に応じてくれる｣  

    生徒 79.2 % 保護者 63.1 %（△） 

「相談に適切に応じてくれる」65.3 % 

               （△） 

  

イ SC活用回数 13回  （〇） 

  SSW活用回数14回 （◎） 

 

 組織的な教育相談体制は整いつつあるが

課題を抱える生徒が増加するなかでさら

に組織の強化をめざしたい。 

  今年度よりスクールソーシャルワーカー

（SSW）の活用をはじめたが、生徒支援の  

ための家庭や外部機関との連携に非常に

貢献していただいた。 

 

ア 平均遅刻回数 1.9 回     （△）                      

｢生活指導｣肯定度 92.7 %    （◎） 

  本校の生徒指導に関する取組は生徒に理

解・支持されている。 

 遅刻回数の若干の増加が見られるので、

生活習慣の確立に一層努めたい。 

 

イ ｢学校行事｣満足度 73.6 %   （〇） 

新入生部活動加入率 53.1 %   （◎） 

 ｢部活動がさかん｣ 肯定度 53.1%（△） 

 

 生徒数は減少したが、新入生の多くが部

活動に参加し、少ない部員ではあるが活

発に活動する姿が見られた。 

 

ウ ｢人権教育｣肯定度 91.0 %    （◎） 

海外語学研修は3年連続して中止となった

が、青年海外協力隊（JICA）の職員を招

聘し探究授業に参加していただいた。英

語スピーチコンテストを実施するなど、

生徒の国際的視野を広げることができ

た。             （〇） 





№４０８ 

 

府立美原高等学校 

３ 

安
全･

安
心
で
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り 

（１）「必要とされる学校、 

入りたい学校」をめざし 

た効果的な広報活動 

ア 中学校への広報活動を 

範囲を拡げ実施するとと 

もに、近隣中学校との連 

携を強め､美原をめざす生 

徒を増加させる｡ 

 

（２）生徒が安全に安心して 

生活できる環境づくり 

 ア 保護者への積極的な情 

報提供に取り組む。 

 

 

 

 

 

イ 地域と連携して様々な 

安全教育に取り組む。 

 

 

 

 

ウ PTAや同窓会等と連携し 

て､生徒が安全で安心し 

て過ごせる教育環境整 

備をすすめる｡ 

 

（３）地域に貢献できる人材 

の育成 

ア 地域の行事に積極的に 

参画し、社会への帰属意 

識を向上させる。 

 

 

イ 体育専門コースの充実 

 を図り､将来の地域の指導 

者となりうる人材を育成 

する｡ 

 

 

 

ア・中学校訪問､学校説明会、体験授業等 

のさらなる充実を図る｡ 

 

・HPを随時更新することで､本校の取組 

み等を発信し､広報に努める。 

 

 

 

アア・ﾒｰﾙ配信等により､(非常変災時の 

対応など)保護者へ迅速かつ適切 

な情報提供を行う｡ 

 

 

 

 

イ・地域の外部機関等と連携しながら､生徒 

の安全や安心を高める取組みをす  

すめる｡(熱中症対策や防犯･防災､ 

交通安全､心肺蘇生､薬物乱用防止 

等) 

 

ウ・PTAや同窓会等と連携した教育環境整 

備の推進および校内緑化活動の実施 

エ･ 

 

 

 

 

ア・生徒の地域のイベント等への自主的な 

活動を推奨し、生徒の達成感や自己有 

用感を醸成する｡ 

 

 

イ・体育専門科目の特色ある授業の展開や 

防災教育の観点を取り入れた校内で 

の野外体験実習等を実施する｡ 

 

 

 

 

ア・学校や地域での説明会の参加者数 

を300人以上にする。 [194 人] 

 

・HPを50回以上更新する。 

[56 回] 

 

 

 

ア・学校教育自己診断(保護者)におけ 

る ｢ HP･メール｣ 利用度を80%以上 

にする。[78%] 

保護者向けメール配信を20回以上 

行う。[26回] 

 

 

イ・自転車の交通事故件数40件以下に 

する。[44件] 

 

 

 

 

ウ・学校教育自己診断｢施設･設備｣の満

足度を60%以上にする。 

[生徒 55%、保護者 57%]  

 

 

 

 

ア・地域のイベント等への生徒参加

人数を50人以上にする。[28人] 

 

 

 

イ・体育専門コース選択生の満足度 

90%以上を維持する。 

[2年 86%,3年 91%] 

 

 

 

ア 説明会参加者数 205 人  （△） 

HPの更新回数 46 回   （△） 

再編整備が決定するなかで、本校への

進学を希望する生徒・保護者の声に励

まされる。入学するすべての生徒を大

切に育て、生きるための力をしっかり

と身に付けさせたい。 

 

ア｢ HP･メール｣ 利用度 69.0 %（△） 

メール配信回数 51 回    （◎） 

メール配信に加え、今年度より学校クラ

ウドサービスを用いた保護者向けの配信

を開始した。今後も様々な媒体を用いて

保護者との連携を深めたい。 

 

イ 自転車事故件数 18 件  （◎） 

自転車の交通マナーを中心とした交通安

全教育の指導が浸透してきた。今後は道

路交通法の改正に伴ったヘルメット着用

について徹底する必要がある。 

 

ウ・｢施設･設備｣の満足度  

生徒  62.9 %  （〇） 

保護者 52.4 %  （△） 

安全対策、防災対策、感染症対策など

様々な観点から施設・設備の充実をさら

に図っていく必要がある。 

  

ア・イベント参加人数 40 人 （△） 

 堺市総合防災センター出初め式、老人福

祉施設での演奏など地域の様々なイベン

トが徐々に再開され、生徒が積極的に参

加した。 

イ・体育専門コース満足度  

２年 100 %  ３年 92 % （◎）  

４ 
校
務
の
効
率
化
と
働
き
方
改
革
の
推
進 

（１）教職員一人ひとりの意 

識改革を推進し、勤務時 

間管理や健康管理を徹底 

させる。 

 

（２）校内ネットワークを含 

めたICTの活用による、業 

務の効率化および情報の 

共有化を推進する。 

 

 

・最終退勤時間の目標時刻の見直し等の 

   取組みにより、時間外労働の縮減を図 

る。 

 

・ペーパーレス会議の実施、一斉メール 

 の配信など、業務の効率化のためのネ 

 ットワークの活用をさらに推進する。 

 

 ・ネットワークを活用した分掌・委員会・ 

学年での情報の共有化および教科内 

での教材の蓄積、共有化を図る。 

 

・職員の時間外労働月平均時間を30 

時間以下にする。[33h18m] 

 

 

 ・職員会議をすべてペーパーレスで 

行う。 

校長からの連絡や、資料提供にメ 

ール配信を活用する。[42回] 

 ・職員朝礼等の連絡事項は全校トッ 

プページより美原高校の連絡掲示 

板を活用する。[172回] 

     

時間外労働月平均時間 26.6 h （◎） 

 時間外労働の縮減、業務内容の見直しな

ど効率化に向けた意識改革が浸透した。 

 

管理職（校長・教頭）からのメール配信 

144 回 （◎） 

連絡掲示板の活用   147 回 （〇） 

会議のペーパーレス化、Web掲示板の活

用、学校クラウドサービスを用いた情報

提供など、省資源化や効率的な情報の共

有化がより一層進んだ。 

  


